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第４号様式（第１０条関係） 

会    議    録  （要旨） 

会 議 名 第３回 武蔵村山市公共下水道事業財政健全化検討委員会 

開 催 日 時 平成２６年８月２８日（木） 午前１０時００分 ～  １１時００分 

開 催 場 所 市役所 ４階 ４０５会議室 

出 席 者 及 び  

欠 席 者 

出席者：峯岸委員、渡辺委員、田中委員、乃一委員、小峯委員、並木委員、

山田委員、宮﨑委員、本村委員 

欠席者：榎本委員 

議 題 
１ 下水道事業の財政状況等について 

２ その他 

 

結 論 
（決定した方針、残された問

題点、保留事項等を記載す

る。） 

議題１について：財政状況等についての認識を得るため、各委員に対し、「下

水道事業の財政状況等について」事務局より説明した。 

議題２について：①第２回検討委員会における会議録の承認については、「武

蔵村山市附属機関等の会議及び会議録の公開に関する指

針」第１１条の規定により、会議において承認され確定し

た。 

②今後の会議の開催予定について事務局から説明。 

         第５回目を１０月３０日（木）午前１０時の開催の予定

で承認された。 

 

審 議 経 過 
（主な意見等を原則として

発言順に記載し、同一内容

は一つにまとめる。） 

○ 議 題 

１ 下水道事業の財政状況等について 

  ２ その他 

    

会 長   皆様おはようございます。 

      本日は、御多忙のところ、御出席いただきましてありがとう

ございます。また、先日の多摩川上流水再生センターの視察に

関して、御出席いただいた方々につきましては、お疲れ様でし

た。 

それでは、ただ今より、第３回武蔵村山市公共下水道事業財

政健全化検討委員会を開催いたします。 

本日の出席委員は、９名であります。武蔵村山市公共下水道

事業財政健全化検討委員会設置要綱第５条第２項の規定によ

り、定足数に達しております。 

これより、議題１「下水道事業の財政状況等について」を議

題といたします。 

事務局より説明をお願いします。 

事務局  （挙手） 

会 長   事務局。 

事務局   それでは、議題１「下水道事業の財政状況等について」説明

させていただきます。 

 内容に入ります前に、お手元に配布させていただきました資

料につきまして、御確認をさせていただきたいと思います。 
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………………資料の確認………………… 

 只今会長からもお話がありましたが、８月７日の視察につ

きましては、暑い中御参加いただきましてありがとうござい

ました。 

 それでは、お配りさせていただきました資料１から資料９

までのうち、資料１までを区切って御説明させていただきま

す。 

まず、はじめに、資料１ 平成２５年度下水道事業特別会

計 歳入歳出決算の内訳」につきまして御説明させていただ

きます。 

はじめに歳入ですが、款１分担金及び負担金、横に行きま

して項１負担金、目１「下水道事業受益者負担金」細目「下

水道事業受益者負担金」ですが、「特定の事業により著しい利

益を受ける方に対して、その利益を受ける限度において、事

業費の一部を負担していただくもので、この場合、下水道が

供用開始されることによりまして、利益を受ける方から受益

者負担金を徴収させていただいております。 

ほとんどのお宅では、既に、供用を開始した時に負担金を納

めていただいておりますが、現在、耕作をしている農地であ

るとか、山林につきましては、徴収を一時的に猶予する制度

がございます。 

これら、負担金の納付を猶予していた土地を宅地開発など

によって農地等から宅地にした場合、猶予を解除して受益者

負担金を納めていただくものであり、平成２５年度に納めて

いただいた受益者負担金の歳入がこちらになります。 

まず、現年分でございますが、収入済額は６０件で、２７４

万５，８８０円で、前年度と比べますと件数で１６件の減で、

金額では、５８万１８０円の減、率にしまして１７．５％の

減でございます。 

 滞納繰越分の収入はございませんでした。 

続きまして、款２ 使用料及び手数料、項１ 使用料、目

１下水道使用料、細目 下水道使用料ですが まず、現年分

でございますが、収入済額が１０億４，１００万７，３６０

円で、前年度と比べますと３，２８０万５，５６１円の増で、

３．３％の増でございます。 

現年度使用料の増額になった主な理由は、大口使用者の使

用料の増に伴うものでございます。 

 なお、収納率でございますが、９９．５％で、対前年度比

０．１％の減となっております。 

 次に滞納繰越分でございますが、収入済額で３８５万４，

４４０円で、前年度と比べますと８９万５，５７６円の減で、

１８．９％の減でございます。 

 なお、収納率でございますが、６７．９％で、対前年度比
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２．０％の減でございます。 

 また、行政財産使用料３，３００円につきましては、資材

置場の一部の電柱に対する使用料３，３００円で、前年度と

同額でございます。 

続きまして、同じく款２ 使用料及び手数料、項２ 手数

料、目１下水道手数料、細目 指定申請等手数料ですが、下

水道工事を行うために必要となる、下水道指定工事店の申請

や責任技術者の登録に伴う手数料収入で、２８件で１７万円

で、前年度と比べますと１６万５，０００円の減で、４９．

３％の減でございます。 

続きまして、款３ 財産収入、項１ 財産運用収入、目１ 

基金運用収入、細目 基金利子ですが、下水道事業建設基金

利子で２０５円ございます。 

 続きまして、項２の財産売払収入はございませんでした。 

続きまして、款４ 繰入金、項１ 一般会計繰入金、目１ 

一般会計繰入金、細目 一般会計繰入金ですが、１億３，９

６５万９千円で、前年度と比べますと１億５，７１７万円の

減で、５２．９％の減でございます。 

続きまして、款５ 繰越金、項１ 繰越金、目１ 繰越金、

細目繰越金ですが、平成２４年度から平成２５年度に繰り越

されました繰越金ですが９，０１６万６，９９０円で、前年

度と比べますと６，５２１万５，１１２円の増額で、２６１．

４％の増でございます。 

２ページをお開き願います。 

続きまして、款６ 諸収入、項１ 延滞金加算金及び過料、

項２市預金利子、項３ 雑入、目１ 滞納処分費につきまし

てはございませんでした。 

 続きまして、目２ 雑入、細目 雑入ですが３６７万８，

８８０円で、前年度と比べますと４，０９７円の減で０．１％

の減でございます。 

 雑入の内訳ですが、他市町との委託契約に基づく負担金で

すが、これは東大和市及び瑞穂町の一部の世帯が武蔵村山市

区域内に汚水を流していることから負担金として２６万７７

２円をいただいております。 

次に、多摩川流域下水道建設事業基地負担金ですが、多摩

川水再生センターに横田基地から排出される汚水が流入して

いるため、武蔵村山市が納める「多摩川流域建設事業負担金」

の一部を「基地負担分」として国から負担金として１５９万

２千円納入されております。 

 次に、公共下水道損傷負担金ですが、特定の使用者が原因

で公共下水道の管渠に詰まりが生じた場合に、管渠の清掃費

用、修繕費用等を原因者に負担させるもので、２０万７，３

０３円の納入がございました。その他が工事関係の負担金等

でございます。 
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 続きまして、款７ 市債、項１ 市債、目１ 下水道債、

細目 公共下水道事業債ですが３５０万円で、前年度と比べ

ますと４７０万円の減額になっております。 

 続きまして、細目 流域下水道事業債ですが、３，６００

万円で、前年度と比べますと９７０万円の増額でございます。 

これは、多摩川水再生センターと清瀬水再生センターの建設

事業負担金に当てられるものでございます。 

現計予算で１２億９，７３５万８千円、収入済額が１３億２，

０７８万６千円で歳入での執行率は、１０１．８％でござい

ます。 

続きまして、「歳出決算の内訳」につきまして御説明させて

いただきます。３ページをお開き願います。 

 款１ 総務費、項１ 総務管理費、目１ 一般管理費、細

目１ 職員人件費でございますが、５，７９１万３，３１７

円で、前年度に比べますと３８９万８，５５１円の減で、６．

３％の減でございます。減の主な理由は、職員数の減による

ものでございます。 

続きまして、細目２ 一般管理経費でございますが、２，

５９８万５，５８７円で、前年度に比べますと２５０万９，

９９９円の増で、１０．７％の増でございます。この項目の

主な歳出といたしますと消費税納税額の増が主な要因であり

ます。 

 続きまして、細目３ 受益者負担金徴収事務経費、細目４ 

車両管理経費及びその下にございます目２水洗化普及費、１

水洗化普及経費でございますが、毎年経常的に支出されてい

る経費ということで御理解いただきたいと思います。 

 続きまして、目３ 業務費、細目１ 下水道使用料徴収事

務経費でございますが、支出済額で、７，１９９万７，９８

６円で、対前年度比１０１万４，５６３円の減で、１．４％

の減でございます。 

 続きまして、目４ 下水道事業建設基金費、細目１ 下水

道事業建設基金積立金でございますが、下水道事業建設基金

から生じた利子を基金に積み立てるものでございます。 

 款２ 事業費、項１ 施設管理費、目１ 維持管理費、細

目１ 管渠維持管理費でございますが、５，９００万９，１

０３円で、前年度に比べますと１，６４６万４，９５２円の

減額で２１．８％の減でございます。 

 ４ページをお開き願います。 

 主な項目につきまして説明させていただきますと、まず、

はじめに、下水道台帳作成委託料でございますが、１９２万

６，０００円で、前年度に比べますと１２５万４千円の減で

３９．４％の減でございます。 

 これは市内に敷設されている下水道管（管渠）等の状況を

電子データで管理するための委託料でございます。 
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 続きまして、管渠清掃委託料でございますが、支出額は、

２，６０４万円で、前年度に比べますと１，３９６万５千円

の増額で、１１５．７％の増でございます。 

 下水道管渠の清掃状況ですが、市内全域を八つの区域に分

けまして、その内のひとつの区域を毎年、順次、洗浄等によ

る清掃を行い、下水道管渠の維持管理に努めております。 

 続きまして、管渠維持管理等委託料でございますが、支出

額は、３３３万９５３円で、前年度に比べます２０７万１，

３７４円の増額で、１６４．４％の増でございます。 

 これは突発的な管渠の詰まり等が発生した場合に、洗浄清

掃等を実施しているものであります。 

 続きまして、管渠補修等工事でございますが、支出額は、 

２，２７２万７，５８６円で、前年度に比べますと３，１９

６万７，０８６円の減額で、５８．５％の減でございます。 

 これは、道路補修工事などにより、マンホールと道路面の

高さ調整が必要になりますので、当該道路改修工事と併せて

行う工事及び管渠の補修やマンホールの蓋のガタツキなどの

補修等の費用となります。 

 続きまして、水質検査負担金でございますが、支出額は、

１６５万５，５１５円で、前年度に比べますと４万１，８８

９円の増額で、２．６％の増でございます。 

 これは、市内にあります特定の事業所及び本市の公共下水

道と流域幹線が接続している箇所について、年４回の水質検

査を実施するための費用です。 

 細目２ 流域下水道維持管理負担経費でございますが、３

億６，５１５万２，７５４円で、前年度と比べますと、１，

７９３万３，４９２円の増で、５．２％の増でございます。 

 これは、本市から排出される汚水を水再生センターで処理

するための経費で、東京都へ負担金として支出しているもの

であります。 

なお、汚水処理に伴う市の負担金は、１立方メートル当た

り３８円となっており、多摩川流域分（多摩川水再生センタ

ー）が１億８，４３２万６，２５８円、荒川流域分（清瀬水

再生センター）が１億８，０８２万６，４９６円でございま

す。 

続きまして、目２ 施設改良費、細目１ 施設改良経費で

ございますが、４，３２９万９，９００円で、前年度と比べ

ますと皆増となっております。これは、都道、市道の道路改

修工事に伴い支障となる下水道施設（管渠、汚水桝、取付管

など）を移設するための費用でございます。 

 項２ 建設費、目１ 公共下水道建設費、細目１ 公共下

水道建設事業費でございますが、１，２３３万１，４５３円

で、前年度に比べますと２１７万６，７６６円の減額で１５．

０％の減でございます。 
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 会 長 

 

  

委 員 

 

 

 主な項目につきまして説明させていただきます。 

 公共下水道管渠敷設等工事でございますが、１，２２８万

２，６６３円で、前年度に比べますと２１２万１，４８２円

の減額で１４．７％の減でございます。 

 内訳ですが、公共下水道管渠敷設工事を１件行ないました。

工事内容でございますが、管径２００ｍｍの管を４９．８ｍ、

人孔を２箇所、汚水枡を１箇所設置いたしました。 

また、汚水桝設置工事でございますが、地権者からの申請に

基づきまして、３１箇所設置いたしました。 

 続きまして、目２ 流域下水道建設費、細目１ 流域下水

道建設事業負担経費でございますが、３，６１７万７，０８

０円で、前年度に比べますと９４４万６，９４１円の増額で

３５．３％の増でございます。 

 多摩川上流水再生センター及び清瀬水再生センターの施設

整備工事の市負担分となっております。 

 続きまして、款３ 公債費、項１ 公債費、目１ 元金、

細目１ 借入金償還経費でございますが、４億９，４８１万

２，０５０円で、前年度に比べますと４，６５６万２，２４

０円の減額で８．６％の減でございます。 

 この項目の内訳といたしましては、長期債元金償還金の公

共下水道分が４億１，７３７万７，３３２円、流域下水道分

が７，７４３万４，７１８円でございます。 

 続きまして、目２ 利子、細目１ 借入金利子支払経費で

ございますが、１億４０３万７，９３１円で、前年度に比べ

ますと１，８５５万３，９４８円の減額で１５．１％の減で

ございます。 

 内訳ですが、長期債利子の公共下水道分が７，９７０万７，

２４３円、流域下水道分が２，４３３万６８８円となってお

ります。 

 最後に、款４ 予備費ですが、こちらは支出がございませ

んでした。 

以上、現計予算で１２億９，７３５万８千円、支出済額が

１２億７，１２７万９９７円で歳出の執行率は、９８．０％

でございます。 

支出済額で見ますと前年度と比べますと１，５２０万９，

７１７円の減額で、１．２％の減でございます。 

以上で、資料１の説明とさせていただきます。 

 

ただいま、議題１の資料１までの説明が事務局よりありま

したが、これについて質疑等があればお願いいたします。 

  

挙手。２ページの歳出第６款３項２目の雑入で説明のあっ

た、他市町との委託規約に基づく負担金ですが、東大和市、

瑞穂町でそれぞれ何件ずつあるのでしょうか。 
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委員からの質疑に対して、答弁をお願いします。 

 

（挙手）今手元に持ち合わせておりませんので、お調べして

後ほどお答えさせていただきます。 

  

わかりました。 

 

他に質疑等ございませんか。 

 

なし。 

 

 それでは、議題１の資料２から資料９までについて、事務

局より説明をお願いします。 

 

続きまして、「資料２ 東京都２６市下水道事業特別会計決

算状況（平成２５年度）」につきまして御説明申し上げます。 

 ５ページ 資料２をお開き願います。 

はじめに、歳入合計及び歳出合計でございますが、市の規

模が異なることから２６市を比べることはなかなか難しいと

ころがありますが、まず、歳入合計でございますが、２６市

で一番決算数字が大きいのが、八王子市の１３９億７９万９

千円で、２６市の平均では、３８億６，０６４万５千円で、

本市が１３億２，０７８万６千円（で２６市の中で２５番目）

でございます。 

続きまして、歳出合計でございますが、２６市で一番決算

数字が大きいのが、歳入合計と同様に、八王子市の１３８億

３，５１０万５千円で、２６市の平均では、３７億６，６３

１万７千円で、本市の場合は、１２億７，１２７万１千円（で

２６市中２５番目）でございます。 

 続きまして、その隣になりまして下水道使用料でございま

すが、２６市で一番多いのが、八王子市の８１億３，２８２

万２千円で、２６市の平均では、１９億３，０９９万７千円

で、本市の場合は、１０億４，４８６万５千円で２６市の中

で１８番目でございます。 

歳出に占める下水道使用料の割合でございますが、２６市

で一番高いのが、本市の８２．２％で、２６市の平均では、

５１．３％でございます。 

 続きまして、他会計繰入金でございますが、２６市で一番

多いのが、八王子市の４２億１，２９５万８千円で、２６市

の平均では、１０億７，４８８万３千円で、本市の場合は、

１億３，９６５万９千円で２６市中で２６番目、即ち、２６

市の中で一番少なくなっております。 

歳出に占める繰入金の割合でございますが、２６市で一番
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高いのが、国分寺市の５７．６％で、２６市の平均では、２

８．５％で、本市の場合は、１１．０％（で２６市中で２５

番目）でございます。 

 続きまして、地方債残高でございますが、元金、利子を合

わせまして、一番多いのが、八王子市の１，０１３億６，１

７１万２千円で、２６市の平均では、１７６億１，４０８万

３千円で、本市の場合は、２８億５９５万４千円(で２６市の

中で多い方から２４番目)でございます。 

 続きまして、「資料３ 起債償還済額、今後の償還予定額及

び起債年度末別残高につきまして御説明申し上げます。 

 ６ページをお開き願います。 

まず、はじめに、１起債償還済額、償還（予定）額（平成

２１年度～平成３０年度）」につきまして御説明申し上げま

す。 

 この資料でございますが、過去５年間の起債償還済額と、

これからの５年間の償還予定額の１０年間を表にさせていた

だきました。 

今年度、平成２６年度は４億６，２８３万６，８７８円、以

後、逓減してまいりまして、平成３０年度には２億３，４２

２万５，９３９円となる見込みであります。 

 続きまして、２ 起債年度末残高でございますが、平成２

６年度において、元金、利子を含めまして２３億４，３１１

万７，５４０円を予定しておりますが、５年後の平成３０年

度には、１１億６，９１２万５，９７８円となり平成２６年

度の残高予定額と比べ１１億７，３９９万１，５６２円の減

額、率にしまして５０．１％の減となります。なお、上段に

あります「１ 起債償還済額、償還（予定）額」における元

金と利子の関係ですが、毎年度償還する利子の額は単年度ご

との元金に対して生じる利子の額ではなく、下段の表にある

元金残高に対して生じる利子額でございます。 

続きまして、「資料４ 使用料対象経費及び経費回収率の算

出方法」について説明させていただきます。 

７ページをお開き願います。 

回収率については、第１回目の検討委員会の際にも御説明

させていただきましたが、下水道の使用料としていただいた

ものに対して、維持管理費、資本費の合計額で割ったものが

回収率となっておりまして、下水道財源の状況を示す数値と

なりますということをお話させていただきました。 

こちらの資料４では、一般会計繰入金の実繰入額を用いて算

出しており、通常用いられる回収率の算定とは、数値が異な

って参ります。 

 そこで維持管理経費の使用料対象経費でございますが、ま

ず、職員人件費ですが、２，８９８万５千円、一般管理経費、

消費税、嘱託職員報酬等でございますが、２，５８１万１千



9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

円なります。次に、車両管理経費が１８万５千円、下水道使

用料徴収事務経費が７，１９９万７千円、維持管理経費(管渠

の補修、管渠清掃、水質検査等)が５，７３５万３千円、流域

下水道維持管理負担経費（本市から流入する汚水の処理に伴

う負担金）が３億６，３３６万円で合計が５億４，７６９万

１千円となります。 

 続きまして、資本費の対象経費でございますが、借入金償

還経費（元金）が３億９，２５３万円、借入金利子支払経費

が８，２５３万２千円で合計が４億７，５０６万２千円とな

りまして、平成２５年度決算の維持管理費及び資本費の使用

料対象経費の合計が１０億２，２７５万３千円となります。 

 続きまして、平成２５年度下水道使用料収入が１０億４，

４８６万２千円、平成２５年度有収水量が８８４万１，０９

８立方メートルで、これらを基に算出しますと、下水道使用

料の１立方メートル当たりの平均単価が１１８．２円に、汚

水を１立方メートル処理するための経費が１１５．６円で、

内訳は維持管理経費が６１．９円に、資本費が５３．７円と

いうことになります。 

 そこで、回収率でございますが、下水道使用料単価の１１

８．２円を維持管理費６１．９円と資本費５３．７円を足し

た１１５．６円で割りますと１０２．２％ということになり

ます。 

８ページをお開き願います。 

 続きまして、「資料５ 平成２５年度下水道事業特別会計の

使用料対象経費の算出」ですが、先ほど御説明させていただ

きました資料４の内訳を記載したものでございます。 

 ９ページをお開き願います。 

 続きまして、「資料６ 年度別汚水処理費回収状況」につい

て、御説明させていただきます。表の一番右側の「汚水処理

費回収状況」の合計欄を御覧いただきたいと思いますが、昭

和５９年度には１６．９％でしたが、年度が進むにつれて回

収率は高くなっており、平成１８年度では、６１．９％とな

っております。 

 なお、１９年度以降については、回収率の算定方法が異な

っていることから、数値が高くなっており、平成２１年度か

らは１００％を超え、平成２５年度は１２１．７％となって

おります。 

なお、次のページの資料６の②では、今お話ししました平成

１８年度までの回収率の算定方法（いわゆる旧基準）を平成

１９年度以降も用いた場合の数値を掲載しております。 

 １１ページをお開き願います。 

 続きまして、「資料７ 東京都２６市汚水処理費回収状況

（平成２２年度）」を御覧いただきたいと思いますが、２６市

の回収状況の他に使用料単価及び処理原価につきましても乗
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会 長 

 

 事務局 

 

 

せさせていただいております。 

 「次の１２ページの資料８ 東京都２６市の回収率等項目

別順位（平成２５年度」と併せて説明させていただきます。 

 １２ページになりますが、汚水処理費の回収率の一番高い

のが、福生市の１８０．２％で、２６市の平均では、９７．

３％で、本市の場合は、１２１．７％で２６市の中で７番目

でございます。 

使用料単価の１立方メートル当たりの一番高いのが、青梅

市の１４９．７円で、２６市の平均では、１１６．２円で、

本市の場合は、１１８．２円で２６市の中で１６番目でござ

います。 

処理原価の１立方メートル当たりの一番高いのが、青梅市

の１８４．２円で、２６市の平均では、１１９．４円で、本

市の場合は、９７．１円で２６市の中で１９番目でございま

す。単純にこの数字で申し上げますと、本市では１㎥の汚水

を処理するために９７．１円の費用をかけ、１㎥当たり使用

料を１１８．２円頂いているということで、２１．１円収益

があるということになります。 

（福生市：１３８．９円―７７．１円＝６１．８円） 

 （多摩市：１４５．５円―９６．８円＝４８．５円） 

 しかしながら、実際には一般会計からの繰入により賄って

いる部分がありますので、使用料のみで処理費用を賄うには

至っておりません。 

 続きまして、１３ページをお開き願います。「資料９ 東京

都２６市の処理原価と使用料単価との比較」ですが、こちら

は１２ページ資料８の数値をグラフにしたもので、各市の「使

用料単価」の順番に並べております。 

雑駁ではございますが、以上で資料の説明とさせていただ

きます。 

 

ただいま、議題１の資料２から資料９までの説明が事務局

よりありましたが、これについて質疑等があればお願いいた

します。 

  

（挙手）資料２の中で、下水道使用料の歳入に占める割合が、

武蔵村山市では突出している、８２．２％ということですが、

これは財政状況が健全であるという捉え方でよろしいでしょ

うか。 

  

委員からの質疑に対して、答弁をお願いします。 

 

（挙手）委員のおっしゃるとおり、下水道使用料の歳入に占

める割合が高いということは好ましい状況にあります。 

下水道使用料の割合が突出している原因については、大口
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使用者上位３者で全体の使用料の２５％近くを占めておりま

す。こうした大口使用者からの使用料収入が多いことが挙げ

られます。 

また、市内の地形に起伏が少なく、青梅市のようにポンプ

アップして下水道を流す必要がありません。本市の場合は自

然流下で水再生センターまで流れていってしまうことから、

ポンプアップのための施設に係る費用が少なくて済むといっ

たところがあります。 

 

他に質疑等ございませんか。 

 

（挙手）先日、暑い中、多摩川上流水再生センターに見学に

行きましたが、その場での説明の際に、新たな施設を建設し

ているとの話がありました。それら建設事業費の負担が今後

あるのでしょうか。 

 

おっしゃるとおり負担金が発生します。清瀬水再生センタ

ー、多摩川上流水再生センター共に負担割合がございまして、

構成市で負担し合っている状況にあります。 

多摩川上流水再生センターを例にあげますと、６市で構成

しており、武蔵村山市の負担割合は６．８１％です。 

荒川右岸東京流域下水道につきましては、９市で構成して

おり、武蔵村山市の割合は５．２８％です。 

今後、それぞれ工事等がありますと、これら負担割合に基

づいて、負担することとなります。 

 

私からひとつ質問ですが、１２ページにある汚水処理費回

収率についてですが、ここにある数字はどういう意味でしょ

うか。 

 

７ページの資料４を御覧ください。 

一番下の段に、回収率の計算式があります。 

基本的には、下水道使用料収入を維持管理費と資本費の合

計で割ったものが汚水処理費経費回収率となります。 

先程説明をさせていただきましたが、資料４と資料８の武

蔵村山市の回収率を見比べていただきますと、資料４は１０

２．２％ですが、資料８では１２１．７％となっております。 

これは、資料４では汚水回収率の計算の元となる数字の根

拠が、一般的に使われている算出方法と異なっておりまして、

参考として掲載させていただいております。 

使用料対象経費に対して、実際に下水道使用料を充てた額

をもって計算した結果が１０２．２％となっております。 

ただ、下水道事業会計の中では、一般会計繰入金の基準額

元に算出した資料８の回収率を持って他市との比較等を行い
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会 長 

 

 委 員 

 

 会 長 

 

  

ます。 

ちなみに、この回収率が１００％を割ってくると、使用料

収入で賄いきれていない状況となります。 

 

他にありませんか。 

それでは、議題２「その他」に入ります。 

事務局より説明をお願いいたします。 

 

それでは、議題２「その他」について説明させていただき

ます。 

その他の第１点目といたしまして、「会議録の承認につい

て」御説明させていただきます。 

会議録の承認につきましては、「武蔵村山市附属機関等の会

議及び会議録の公開に関する指針」の第１１条に規定されて

おりまして、会議録は当該会議録に係る会議の開催日以後１

か月以内に会議において承認を受けて確定するものとなって

おります。 

そこで、あらかじめ郵送でお送りしました会議録につきま

して承認していただければと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

第２点目として、今後の会議の開催予定につきまして、調

整させていただきたいと思います。 

前回の会議におきまして次回の第４回検討委員会を９月２

６日（金）午前１０時からで承認をいただきましたが、第５

回目といたしまして、１０月３０日（木）の１０時から３０

１会議室にて開催させていただきたいと思います。 

以上で説明とさせていただきます。 

 

ただいま、議題２の説明が事務局よりありましたが、それ

では、質疑等がありましたらお願いいたします。 

 

（挙手）９月２６日と１０月３０日の場所をもう一度お願い

します。 

 

（挙手）９月２６日が４０６会議室で、１０月３０日が３０

１会議室です。 

 

他に質疑ございませんか。 

 

なし。 

 

質疑等ないようでございますので、会議録は承認されたこ

とといたします。 

また、日程についても只今の内容で決定いたします。 
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 他に事務局からありますか。 

 

（挙手）先程委員より御質問のあった資料２ページの他市町

との委託規約に基づく負担金ですが、東大和市は６８件で２

３７，２７２円、瑞穂町とは排水面積で按分しておりまして、

２３，５００円という内訳となっております。 

 

他になければ、これをもちまして、第３回武蔵村山市公共

下水道事業財政健全化検討委員会を終了したいと思います。 

長時間に渡り誠にありがとうございました。 

会議の公開・  

非 公 開 の 別  

■公   開                        傍聴者：     ０ 人 

□ 一部公開 

□ 非 公 開 

※一部公開又は非公開とした理由 

   

   

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別  

■ 公   開 

□ 一部開示（根拠法令等：                             ） 

□ 非 開 示（根拠法令等：                             ）   

 

庶 務 担 当 課  生活環境部  下水道課 （内線：２５５） 

（日本工業規格 A列４番） 


